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学
員
会

　

中
央
大
学
学
員
会
は
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
創
立
百
周

年
を
迎
え
、
学
員
諸
氏
の
多
大
な
尽
力
に
よ
っ
て
竣
成
し
た
駿
河

台
記
念
館
に
お
い
て
、
盛
大
な
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
催
し
た
。

　

学
員
会
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
が
英
米
法
の
普
及
と
そ
の
実
地
応
用
、
法
律

書
庫
の
設
立
な
ど
を
旨
趣
と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
五

（
明
治
十
八
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
八
六
年
に
は
第
一
回
の

卒
業
生
四
人
が
学
窓
を
巣
立
ち
、
八
七
年
に
一
八
人
、
八
八
年
に

は
の
ち
に
中
央
大
学
学
員
の
中
心
的
な
存
在
と
な
る
花
井
卓
蔵
を

含
め
た
五
一
人
が
卒
業
す
る
な
ど
、
卒
業
生
数
は
毎
年
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
た
。

　

当
時
、
英
吉
利
法
律
学
校
は
東
京
府
下
五
大
法
律
学
校
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
文
部
省
の
特
別
認
可
学
校
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど

の
有
力
校
と
な
っ
て
い
た
。
五
大
法
律
学
校
と
は
明
治
法
律
学
校

（
現
明
治
大
学
）・
専
修
学
校
（
現
専
修
大
学
）・
東
京
専
門
学
校

（
現
早
稲
田
大
学
）・
東
京
法
学
校
（
現
法
政
大
学
）
の
四
校
と
英

吉
利
法
律
学
校
を
指
す
が
、
こ
れ
ら
の
法
律
学
校
は
連
合
討
論
会

や
学
校
機
関
誌
な
ど
を
通
し
て
相
互
に
交
流
を
深
め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
英
吉
利
法
律
学
校
を
除
く
四
校
は
こ
の
時
す
で
に

校
友
会
を
組
織
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
校
と
卒
業
生
と
の

密
接
な
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
。
校
友
会
の
存
在
と
活
動
が
学
校

運
営
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
認
知
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
英
吉
利
法
律
学
校
の
講
師
と
卒
業

生
が
校
友
会
の
結
成
に
向
け
て
具
体
的
な
活
動
を
開
始
す
る
の

が
、
八
八
年
十
月
で
あ
っ
た
。『
中
央
大
学
二
十
年
史
』
に
よ
れ

ば
同
月
十
七
日
、
四
〇
人
余
り
が
同
校
に
参
集
し
発
会
の
中
心
と

な
っ
て
い
た
講
師
山
田
喜
之
助
・
松
野
貞
一
郎
お
よ
び
卒
業
生
の

花
井
卓
蔵
・
結
城
朝
陽
・
三
浦
大
之
助
の
五
人
が
理
事
に
選
任
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
卒
業
生
の
田
中
迪
三
・
粟
生
誠
太
郎
の
二
人

が
会
則
編
成
委
員
に
任
じ
ら
れ
、「
英
吉
利
法
律
学
校
々
友
会
規
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学
員
会
の
は
じ
ま
り

則
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
は
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
五

号
（
八
八
年
十
月
二
十
日
発
行
）
に
発
表
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

校
友
会
の
目
的
は
「
講
師
校
友
相
互
間
の
交こ
う

誼ぎ

を
保
全
す
る
」
こ

と
と
定
め
ら
れ
た
。

　

続
く
二
十
一
日
に
は
初
め
て
の
総
会
が
同
校
大
講
義
室
で
開
催

さ
れ
、
運
動
方
針
が
討
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
菊
池
武
夫
・
山
田

喜
之
助
・
江
木
衷
・
花
井
卓
蔵
に
よ
る
演
説
討
論
会
と
な
り
、
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
初
代
校
長
増
島
六
一
郎
を
は
じ
め
と
す
る

三
三
人
の
講
師
と
第
一
回
卒
業
生
山
口
正
毅
他
七
六
人
の
校
友
合

わ
せ
て
一
一
〇
人
の
会
員
に
よ
っ
て
、
英
吉
利
法
律
学
校
々
友
会

す
な
わ
ち
学
員
会
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
校
友
会
の
名
称
は
、
校
名
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
。

八
九
年
十
月
、
東
京
法
学
院
学
友
会
と
改
称
、
間
も
な
く
院
友
会

に
、
一
九
〇
五
年
八
月
中
央
大
学
へ
の
改
称
に
と
も
な
い
、
現
在

の
学
員
会
に
改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
学
学
員
の
総
数
は
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
五
一
万

九
千
人
余
を
数
え
、
そ
の
社
会
的
な
活
動
は
法
曹
界
を
は
じ
め
と

し
て
実
業
界
・
官
界
・
政
界
・
言
論
界
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広

が
っ
て
い
る
。

校友会理事の当選広告
（『法理精華』第 8号）


